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前
回
選
挙
で
議
員
が(

１
人→

 

２
人)

と
な
り
、
共
産
党
市
議
団

で
議
案
提
出
権
を
得
ま
し
た
。 

 

共
産
党
議
員
団
は 

２
月
定
例
会 

２
つ
の 

予
算
修
正
案
を
提
出 

 ①
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
増

を
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
基
金
か
ら

の
充
当
で
中
止
す
る
修
正
案 

 

市
長
裁
量
分
を
積
み
立
て
た

基
金
か
ら
、６
１
１
１
．２
万
円
を

取
り
崩
し
て
値
上
げ
を
や
め
さ

せ
る 

 
 

少
数
否
決  

 ②
国
保
会
計
の
国
へ
の
返
還
金
を

認
め
な
い
修
正
案 

 

人
間
ド
ッ
ク
の
基
本
健
診
分

の
助
成
金
３
１
８
０
万
円
を
返

還
す
る
よ
う
指
導
が
入
り
ま
し

た
。
調
べ
ま
し
た
が
、
職
員
の
不

正
や
ミ
ス
は
な
く
、
国
の
指
導
不

足
等
に
よ
る
と
判
断
し
、
基
金
か

ら
返
還
金
３
１
８
０
万
円
の
支

出
を
や
め
る 

 
 

少
数
否
決  

 

議長に署名を提出

(２０２１年８月) 

◎
来
年
度
予
算
審
議
か
ら 

 
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
創
設 

！ 
 

１
８
７
９
筆
の
署
名 

を
添
え
、｢
補
聴
器
の
公 

的
補
助
を
求
め
る
掛
川 

の
会
」
が
請
願
を
議
会 

に
提
出
し
た
の
が
一
昨
年
８
月
。
紹
介
議
員
に

な
る
と
同
時
に
、
共
産
党
議
員
団
は
議
会
で
も

再
三
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

今
回
、
所
得
制
限
も
緩
く
、
年
齢
も
４
０
才
か

ら
と
認
知
症
予
防
へ
の
対
策
と
し
て
８
５
０
万

円
２
０
０
人
分
の
予
算
が
付
き
ま
し
た
。
待
た

れ
て
い
た
助
成
が
実
現
で
き
本
当
に
よ
か
っ
た

で
す
。
６
月
の
「
広
報
か
け
が
わ
」
で
制
度
の
詳

細
が
載
る
予
定
で
す
。 

 

子
ど
も
の
医
療
費 

１
８
才
ま
で
完
全
無
料
に(

１
０
月
か
ら) 

 

県
の
制
度
に
上
乗
せ
す
る
形
で
、
完
全
無
料

化
が
実
現
し
ま
す
。
５
年
前
に
提
案
し
た
時
は
、

口
を
揃
え
て｢

必
要
な
い
。
安
易
な
受
診
が
増
え

る｣

と
議
員
は
皆
さ
ん
反
対
で
し
た
。 

「
子
育
て
は
社
会
が
担
う
」
と
い
う
意
識
変

革
の
一
歩
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
市
長
裁
量
分

が
松
ヶ
岡
整
備
以
外
に
充
当 

さ
れ
る
初
め
て
の
事
例
で
す
。 

市
民
の
声
が
政
治
を
変
え
ま
す
。 

 

◉
学
校
給
食
の
値
上
げ
反
対
。
無
償
化
に
こ
そ

舵
を
切
り
、
子
育
て
の
社
会
化
を
。
部
活
の
地

域
移
行
も
受
益
者
負
担
の
考
え
方
。
義
務
教
育

の
無
償
化
に
逆
行
す
る
。 

◉
学
校
の
統
廃
合
・
再
編
、
公
共
施
設
の
民
間

譲
渡
や
統
廃
合
は
地
域
の
衰
退
や
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
く 

◉
開
発
優
先
・
大
企
業
優
遇
を
改
め
て
地
域
で

お
金
が
ま
わ
る
よ
う
な
中
小
企
業
支
援
で
地
域

循
環
型
経
済
を 

◉
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
の
た
め
に

も
、
電
気
代
高
騰
に
対
処
す
る
た
め
に
も
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど

を
も
っ
と
前
倒
し
し
て
進
め
よ
う 

 

◉
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
ご
り
押
し
、
民
間

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
導
入
な
ど
が
、
自
治
体
の
独
自
施

策
を
奪
い
か
ね
な
い
。個
人
情
報
保
護
な
ど
も
心
配
。 

◉
税
金
の
取
り
立
て
の
前
に
寄
り
添
っ
た
生
活
相

談
な
ど
で
福
祉
の
充
実
を 

◉
住
民
要
望
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備 

や
維
持
管
理
の
充
実
を 

◉
国
保
・
後
期
高
齢
者
保
険
・
介
護 

保
険
な
ど
は
負
担
を
軽
減
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を 

 
 
 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

す
べ
て
の
議
案
が
可
決
。
反
対
討
論
を
す
る
の
は

私
た
ち
の
会
派
だ
け
で
す
。
給
食
費
値
上
げ
賛
成

な
ど
、
議
会
が
市
民
の
方
を
向
い
て
い
な
い
こ
と
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

◎
学
校
給
食
の
保
護
者
負
担
値
上
げ
の

中
止
を
求
め
る
請
願
（
新
日
本
婦
人
の

会
掛
川
支
部
提
出
） 

◉
文
教
・
厚
生
委
員
会 

 
 

否
決  

 

賛
成
は
勝
川
議
員
だ
け
で
し
た 

◉
本
会
議 

 
 

否
決  

 

賛
成
は
勝
川
・
大
井
議
員
だ
け 

 

会
派
で
紹
介
議
員
を
受
け
ま
し
た
。

財
源
を
つ
く
り
無
償
化
を
進
め
る
自
治

体
も
増
え
て
い
る
時
に
、
子
育
て
世
代

に
負
担
増
を
押
し
つ
け
る
市
。 

 

◎
第
３
セ
ク
タ
ー(

株)

森
の
都
な
ら
こ

こ
の
継
続
を
求
め
る
陳
情
（
掛
川
市
森

林
組
合
提
出
） 

◉
環
境
産
業
委
員
会 

 
 

否
決  

 

賛
成
は
大
井
議
員
だ
け
で
し
た 

 

市
は
、
中
山
間
地
の
振
興
に
大
き
な

役
割
を
持
っ
て
き
た 

な
ら
こ
こ
の
里

を
民
間
譲
渡
す
る
方
向
で
す
。
営
利
優

先
に
な
れ
ば
公
共
が
担
う
役
割
に
責
任

が
果
た
せ
な
く
な
り
ま
す
。
災
害
も
多

発
す
る
山
間
部
の
安
心
安
全
の
た
め
に

も
、
赤
字
で
も
な
い
キ
ャ
ン
プ
場
や
入

浴
施
設
を
安
易
に
民
間 

経
営
に
委
ね
る
必
要
は 

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

《今後の掛川市議会の予定》   
☆５月臨時会 ５月１６日 

新しい体制を決めます。  
☆６月定例会 

（６月８日～７月４日） 

 一般質問は２０日・２１日・２２日です。 
 

民主的な議会運営を求めます。 

 
①給食費の値上げを中止する ×××××××××××××××〇〇〇〇×
②国保会計への返還を認めない ×××××××××××××××〇〇×××

 

 

 

 

 

◎
一
般
会
計
予
算
な
ど
８
議
案
に
反
対 

討
論
で
指
摘
し
た
点 

コロナの影響で現地視察や研修会の

参加ができませんでした。代わりにオン

ラインの研修に参加しています。 

今年度は市政報告会なども開きたい

と思っています。 


